
 

 

 

 

 

 

自分は自分でいい 

令和４年度もいよいよ最終月となりました。教育活動に多くの制限がまだある１年でしたが、子ども

達の元気な声と笑顔が様々な場面であふれている１年でした。 

 校内を回っていた時の道徳の授業をご紹介します。 

その学習は、「どうしてオトコノコだけ、オンナノコだけ」という学習でした。「男の子」「女の子」

という枠ではなく、自分が思うことや考えることを大事にする・友達の思いや考えを大事にするという

学習でした。学習後の感想の一部です。 

 

 

 

 

子ども達は、自分が考えたことを伝えたくてたまらない、という様子でした。この道徳の学習では、

子ども達がこれまでの性別による様々な経験の中で「これでいいのかな」と思っていたけれど言語化で

きなかったことや受け入れられなかったことを授業の中で共有し、「自分は自分でいいんだ」と実感を

持つことができた時間だったからこそ、「伝えたくてたまらない」という思いが出たのでしょう。 

これからの世界を生きる子ども達には、多様性と個性を尊重する心やコミュニケーション能力を育む

ことが必要です。他の人の多様性や個性を尊重できる心を育てるためには、まず「自分は大切な存在で

ある」とい自己肯定感が第一歩です。「自分は自分でいい」という大きな柱を心に持つことができる

と、「自分とは違う他者」の考えや生き方を受け入れることできるのです。他者との違いを受け入れる

心を育み、多様性に対応する力を 「きみがいて」「楽しく遊び、語り合い、楽しく学ぶ北方小学校」

だからこそ伸ばしていきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市川市立北方小学校 

 

令和５年３月２日 

校長 中村 由美子 

きみがいて 

たのしく遊び 

かたりあい 

たのしく学ぶ 

小学校 

女の子だからきちんとしなさい

と言われるの嫌だ。スカートあ

んまり好きじゃない。 

色は、性別に関係なしでいい。

自分らしくしてればいい。自分

が決めればいい。 

「男だから泣くな」って言われ

る。パパだって子供の時に泣い

たことあるじゃん。 

令和５年度の教育課程について 

現在、令和５年度の教育課程の見直しを進めています。現時点での予定をお知らせします。 

・男女混合名簿の採用（現在は男女別五十音順） 

・学校帽子（黄色帽子）の男女分けを廃止。買い替えの際、ハット型キャップ型を選択。 

・朝の開門時刻の変更（7：5５に昇降口扉を開ける。現在は 7：50） 

・業間休みと昼休みを全校同じ時間にとる。（現在は、低・高学年に分けている。） 

・１時間目の始業を８時３０分とする。（朝の会８：１５～２５） 

・下校時刻の変更 １年生 月曜日４時間授業 下校１：３０  ２年生 月～金曜日 ５時間授業 

・体操服名札に学年学級の記入をしない。（複数学年で使用できるように） 



 

日 曜 校内・地域行事 日 曜 校内・地域行事 

1 水 
６年生を送る会 

６年学習参観・懇談会 
16 木 

１～４年、６年４校時日課 

５年５校時日課  給食最終日 

2 木 ５校時日課 PTA運営委員会 17 金 卒業証書授与式 

3 金 ５校時日課 20 月 ３校時日課 

4 土 松っこコンサート 21 火 春分の日 

6 月 委員会活動⑪（最終） 22 水 ３校時日課 

7 火 ５校時日課 23 木 ３校時日課  大掃除  

9 木 ５校時日課 24 金 修了式（離任式）３校時日課 

10 金 
市川防災の日 ５校時日課 安全点検 

集団下校訓練②  引き落とし日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昔遊び交流会（１年生） 

２月２４日（金）１年生が、地域の皆様から「コ

マ回し」「けん玉」「おはじき」「お手玉」を教え

てもらいました。教えていただいた技ができるよ

うになると、たくさんほめてもらって大喜びでし

た。子ども達は「教えてもらったので、休み時間

も遊びます」「おうちでも遊びます」などと感想

に書いていました。１年生の教室の休み時間に

は、みんなでコマ回

しをしています。地

域の皆様、ありがと

うございました。 

上履きをリユースさせてください。 

 上履きを忘れてしまった時や汚れてしまった

時、学校にあるサンダルや靴底をぞうきんで拭い

て代用しています。 

そこで、この学年末にサイズが合わなくなり新

しく買い替える際、履かなくなった上履きを学校

で使わせてください。４月になりましたら、履か

なくなった上履きを職員室

まで持たせていただけると

幸いです。 

 

被爆体験のお話を聞きました。 

 ２月９日（木）４～６年生が、被爆体験者の児玉三智子さんのお話を聞きました。 

原爆が落とされた時の様子や、友達・親戚の被害の様子、黒い雨など、実際に経験さ 

れたことを話してくださいました。お話の最後には峠三吉の詩を読んでくださいました。 

「にんげんの にんげんのよのあるかぎり くずれぬへいわを へいわをかえせ」 

という部分に多くの子がうなずいていました。「平和は当たり前ではない」と改めて 

考えた１日でした。 

 

 

 

 

 


